
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
７
月
25
〜

27
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
３
カ
国
を
歴
訪
し
、
近
年
、

著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
各
国
の
首
脳
と

の
会
談
を
通
じ
て
、
今
後
の
さ
ら
な
る
関
係

強
化
に
向
け
て
、
活
発
な
議
論
を
交
わ
し

た
。

　
２
０
１
３
年
は
、
日
・
A
S
E
A
N
友
好

協
力
40
周
年
。
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
地
理

的
に
も
近
く
、
双
方
の
発
展
に
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
密

接
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。
今
後
は
〝
共
に

成
長
す
る
〞
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
も
い
え

る
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
の
連
携
な
ど
、
経
済
協
力
の
強
化
を

通
じ
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
活
力
を
日
本

経
済
の
再
生
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

意
向
が
示
さ
れ
た
。

　
27
日
に
訪
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、①
活

力
あ
る
経
済
を
共
に
育
む
、②
海
洋
分
野
で

の
協
力
推
進
、③
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
プ
ロ
セ

ス
支
援
の
強
化
、④
人
的
交
流
の
一
層
の
促

進
と
い
う
「
４
つ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を

表
明
。
ア
キ
ノ
大
統
領
と
の
会
談
で
は
、
円

借
款
を
通
じ
た
巡
視
艇
10
隻
の
供
与
と
と
も

に
、
円
借
款
の
新
た
な
枠
組
み
で
あ
る
「
災

害
復
旧
ス
タ
ン
ド
バ
イ
借
款
」
の
実
施
を
表

明
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
約
７
０
０
０
の
島
か
ら
な

る
海
洋
国
家
。
今
回
の
巡
視
艇
の
供
与
は
、

同
国
の
海
上
保
安
組
織
「
沿
岸
警
備
隊
」
の

能
力
向
上
が
最
大
の
ね
ら
い
だ
。
こ
れ
と
併

せ
て
、
内
航
海
運
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、
日
本
の
国
土
交
通
省
な
ど
か
ら
の
専
門

家
派
遣
を
表
明
し
た
。

　「
災
害
復
旧
ス
タ
ン
ド
バ
イ
借
款
」
は
、

安

ASEAN
新たなネットワーク構築へ

ODA政策

ODA政策

災
害
発
生
時
に
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど
に
素

早
く
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相

手
国
政
府
と
融
資
枠
に
つ
い
て
事
前
に
合
意

し
て
お
く
制
度
。
日
本
に
と
っ
て
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
が
最
初
の
適
用
国
と
な
る
。

　
通
常
の
円
借
款
は
相
手
国
の
要
請
を
受
け

て
か
ら
実
行
す
る
ま
で
に
数
年
か
か
る
が
、

こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
災
害
発
生

時
に
相
手
国
の
要
請
が
あ
れ
ば
即
時
に
融
資

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
被
災
地
の
迅
速
な
復

旧
活
動
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
両
国
の
間
で

は
１
０
０
億
円
の
融
資
枠
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
今
な
お
緊
張
状
態
が
続
く
ミ
ン

ダ
ナ
オ
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
、
移
行
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
人
材
育
成
、
持
続
的
発
展
の
た
め
の
経

済
開
発
の
３
つ
を
柱
に
支
援
を
強
化
し
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
た
。

月
25
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
（
東
京
・

市
ヶ
谷
）
で
「
大
学
に
よ
る
O
D
A

の
戦
略
的
活
用
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
意
見
交

換
会
が
外
務
省
主
催
で
開
か
れ
た
。
大
学
に

よ
る
国
際
協
力
へ
の
参
画
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
や
民
間
企
業
の
海
外
進
出
促
進
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
。

　
会
場
に
は
、
阿
部
俊
子
外
務
大
臣
政
務
官

を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
や
中
小
企
業
庁
、

全
国
の
大
学
や
企
業
の
関
係
者
ら
が
出
席
。

阿
部
政
務
官
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
や
企
業
の
海
外
展
開
支
援

が
政
府
の
新
た
な
成
長
戦
略
（
日
本
再
興
戦

略
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
大

学
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
戦
略
的
な
活
用
が
進
め

ば
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
人
間
の
安
全
保
障

の
理
念
に
基
づ
く
国
際
協
力
を
推
進
す
る
こ

と
に
役
立
つ
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
地
元
の
自
治
体
や
中
小
企
業
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
山
口
大
学
、
近
畿
大
学
、
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
、
京
都
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
報
告
。
山
口
大
学
は
地
元
の

中
小
企
業
と
共
同
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
事
業

を
進
め
て
お
り
、
大
学
が
持
つ
技
術
の
波
及

や
地
域
社
会
と
の
関
係
構
築
な
ど
、
大
学
が

国
際
協
力
に
参
画
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を

共
有
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
一
環

と
し
て
、
大
学
と
青
年
海
外
協
力
隊
と
の
連

携
も
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
す

で
に
協
力
隊
へ
の
参
加
に
よ
る
単
位
認
定
制

度
を
取
り
入
れ
て
い
る
広
島
大
学
、
帯
広
畜

産
大
学
、
拓
殖
大
学
の
例
が
紹
介
さ
れ
、
同

制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
担
い
手
に
〝
知
の
集
積
〞
で
あ

る
大
学
を
ど
う
巻
き
込
ん
で
い
く
か
。
外
務

省
は
、
今
後
も
積
極
的
に
大
学
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

7

　
ま
た
、
25
日
に
訪
問
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
、
ナ
ジ
ブ
首
相
か
ら
「
東
方
政
策
の
セ
カ

ン
ド
ウ
ェ
ー
ブ
（
第
二
波
）」
の
構
想
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
が
日

本
な
ど
の
成
長
に
学
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の

30
年
を
経
て
、
さ
ら
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
た
め
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
、
経
済
・
金
融

分
野
で
も
さ
ら
な
る
協
力
を
進
め
て
い
く
と

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
病
巣
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
ね
ら
い
撃
ち
す
る
最
先
端
の
重
粒
子
線
が

ん
治
療
と
、
円
建
て
外
債
（
サ
ム
ラ
イ
債
）

の
発
行
に
つ
い
て
の
協
力
に
関
す
る
覚
書
の

署
名
式
も
安
倍
総
理
と
ナ
ジ
ブ
首
相
立
ち
会

い
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。

　
26
日
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ト
ニ
ー
・
タ

ン
大
統
領
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
リ

ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
と
会
談
。
同
国
を
は

じ
め
と
し
た
A
S
E
A
N
と
の
協
力
関
係
の

強
化
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

　
安
倍
総
理
は
同
日
に
開
か
れ
た
講
演
で
、

日
本
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
語
り
、
A
S
E

A
N
と
日
本
の
関
係
を
飛
行
機
の
両
翼
に
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る 

〝
ツ
イ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
〞

に
例
え
、「
成
長
戦
略
が
双
方
の
経
済
に

w
i
n
ー
w
i
n
の
関
係
を
も
た
ら
す
」
と

強
調
し
た
。

　
今
年
12
月
に
は
、
東
京
都
内
で
日
・
A
S

E
A
N
友
好
協
力
40
周
年
を
記
念
し
た
「
日
・

A
S
E
A
N
特
別
首
脳
会
議
」
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
今
後
も
同
地
域
と

の
経
済
連
携
や
交
流
を
進
め
る
と
と
も
に
、

貿
易
や
投
資
に
関
す
る
制
度
づ
く
り
な
ど
に

も
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

ODA政策
「安倍総理がASEAN3カ国を歴訪」

「大学によるODAの戦略的活用」

オールジャパンで
グローバル人材を育成

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

7
月
24
〜
26
日
、
岸
田
文
雄
外
務
大
臣

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、

ヨ
ル
ダ
ン
を
訪
問
。
元
首
・
外
相
ら
と
の
会

談
を
通
じ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

の
信
頼
醸
成
を
目
指
し
た
「
平
和
と
繁
栄
の

回
廊
」
構
想
に
お
け
る
協
力
強
化
な
ど
、
従

来
の
取
り
組
み
を
よ
り
具
体
化
し
て
い
く
姿

勢
を
示
し
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
二
国
間
関
係
を
さ
ら
に

強
化
す
る
こ
と
で
一
致
。
特
に
、
広
報
文
化
、

安
全
保
障
、
国
際
法
、
宇
宙
分
野
で
の
協
力

を
強
化
し
、
科
学
技
術
協
力
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
た
。

　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
訪
問
で
は
、
パ
レ

ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府
に
よ
る
経
済
社
会
開

発
へ
の
努
力
の
推
進
を
目
指
し
、
シ
ュ
ク
リ

ー
・
ビ
シ
ャ
ー
ラ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治

政
府
財
務
庁
長
官
と
の
間
で
８
億
円
の
ノ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
資
金
協
力
に
関
す
る
書

簡
の
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済

「岸田外相、中東訪問」

中東和平の実現に向けて
取り組みを強化

の
安
定
化
、
貧
困
削
減
な
ど
へ
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
ジ
ェ
リ

コ
市
で
は
、「
平
和
と
繁
栄
の
回
廊
」
構
想
の

下
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ヨ
ル
ダ

ン
の
閣
僚
を
招
集
し
、
約
５
年
ぶ
り
の
４
者

協
議
閣
僚
級
会
合
を
開
催
。
同
構
想
の
実
現

に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
、
治
安
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
シ
リ
ア
国
境
近
く
の
国
内
最
大
の
ザ
ア
タ

リ
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
視
察
。
岸
田
外
相
は
政

府
要
人
と
の
会
談
の
中
で
、
シ
リ
ア
難
民
の

受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ヨ
ル
ダ

ン
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
１
２
０
億

円
の
円
借
款
を
含
め
、
日
本
が
行
っ
て
い
る

支
援
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
今
な
お
不
安
定
な
情
勢
下
に
あ
る
中
東
。

日
本
は
こ
の
地
域
の
和
平
実
現
の
た
め
に
、

今
後
も
積
極
的
に
支
援
を
展
開
し
て
い
く
。

ODAにおける大学と中小企業、大企業、
地方自治体、NGOとの連携事例

★外務省委託事業「案件化調査」
山口大学「防災・環境保全及び環境再生技
術の展開・普及可能性調査（インドネシア）」
（多機能フィルター株式会社と連携）

★JICA協力準備調査（BOPビジネス連携促進）
近畿大学「BOP訴求型の農林業由来バイオ
コークス製造販売事業準備調査（ラオス）」
（王子グリーンリソース株式会社と連携）
京都大学「日本発「土のう」による農村道路整
備事業準備調査（ガーナ）」（NPO法人道普
請人と連携）

★JICA草の根技術協力事業（地域提案型）
立命館アジア太平洋大学「スリン県における
コミュニティ・キャパシティ開発による地方開発
プロジェクト（タイ）」（大分県別府市と連携）

首都 ： エルサレム ※1
面積 ： 2.2万km2 ※2
人口 ： 798万人
1人当たり国内総生産（GDP） ： 27,357ドル

イスラエル

※1 日本を含め国際的には認められていない。
※2 数字はイスラエルが併合した東エルサレムおよびゴラン高原を含
むが、右併合は日本を含め国際的には承認されていない。

面積 ： 6,020km2
人口 ： 450万人
1人当たり国内総生産（GDP） ： 2,394ドル

パレスチナ自治区

首都 ： アンマン　　　
面積 ： 8.9万km2
人口 ： 604.7万人
1人当たり国民総所得（GNI） ： 4,380ドル

ヨルダン

首都 ： クアラルンプール　面積 ： 33万km2
人口 ： 2,933万人　1人当たり国内総生産（GDP） ： 9,890ドル

マレーシア

首都 ： なし　面積 ： 716km2
人口 ： 531万人　1人当たり国内総生産（GDP） ： 5万2,051ドル

シンガポール

首都 ： マニラ　面積 ： 30万km2
人口 ： 9,400万人　1人当たり国内総生産（GDP） ： 2,614ドル

フィリピン

エルサレム

アンマン

ヨルダン

イスラエル

パレスチナ
自治区

フィリピン
マニラ

クアラルンプール

シンガポール

インドネシア

タイ

ラオス
ミャンマー

ベトナム

カンボジア

マレーシア
ブルネイ

JICA研究所には大学や企業関係者ら約100人が集まった
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